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9 時 0 分から 15 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

（別添資料１）

事業所名 ルックアップ 支援プログラム（参考様式） 作成日

法人（事業所）理念 新しい時代を生きる子どもたちが明るく心豊かに育つよう願い、障がいがあるなしに拘わらずどの子も尊重され，受容的で応答的に関わる中で子どもの主体性と深い学びを保障します。

支援方針

ルックアップでの経験を通して自分らしさを発揮しながら、達成感や自信が持てるように支援するとともに、子どもたちが主体的に併設園での活動に参加し、社会経験を積み重ねていけ
るよう併設園との連携を取っていきます。
・子どもたち一人ひとりをかけがえのない一人として大切にします。
・子どもたち一人ひとりの個性と発達段階に合わせた必要な支援を併設園の実際の生活の中で、また小グループの中で丁寧に行っていきます。
・併設園での生活を基盤に様々な人との出会いや出来事を通して育ち合う場と関係づくりを大切にします。
・多様な人がいる当たり前の社会で生きていく子どもたちがソーシャルインクルージョンの視点を持ち成長していくことを応援していきます。

営業時間 送迎実施の有無

支　援　内　容

本
人
支
援

健康状態の把握、基本的生活スキルの獲得、構造化等による生活環境を整えることを支援内容としています。ルックアップでは、健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出し
ていかれるよう特性や発達段階に合わせて、生活や環境の工夫を行い、必要な動作等が身についていかれるよう支援していきます。

トランポリンやエアマット、バランスボードなどの運動用具を活用した、姿勢と運動・動作の基本的技能の向上、姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用、感覚の特性（感覚の過敏や
鈍麻）への対応を支援内容としています。ルックアップでは、感覚遊びやアート活動に主体的にかかわる中で心を動かし、視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分に活用できるよう支援します

感覚や認知の活用、知覚から行動への認知過程の発達、認知や行動の手掛かりとなる概念の形成、数量、大小、色等の習得、認知の偏りへの対応、行動障がいにつながらないよう配慮し
た支援内容としています。ルックアップでは、個々の認知の特性を踏まえ、自分に入ってくる情報を適切に処理できるよう支援していきます。また併設園での様々な体験を通して認知の
幅を広げ、認知の偏りに配慮しながら発達につなげていきます。

ルックアップでは思いを受けとめられることを土台に、やりたくなる環境を整え、主体的に心動かして行う活動の中で、発語や表現を引き出し、言葉の獲得につなげます。また好きな人
との関係を大切に伝えたい思いを適切な手段や言葉で伝えられるよう支援していきます。必要に応じて記号や絵カードなどのコミュニケーション手段を活用し、意思の伝達が円滑にでき
るようにします。

ルックアップが安心の場となり友だちに関心を持ち人との関係が築かれていくよう、まず支援者との信頼関係構築に力を注ぎます。その上で小グループの中で、友だちと一緒に行って楽
しさを共有できるような遊びや活動の提供を行います。また小さな社会である併設園で様々な人との出会いや出来事の中で友だちとのつながりが生まれていくよう配慮し仲立ちの役割を
果たしていきます。協同遊びへの支援、自己の理解とコントロールのための支援を行いながら集団への参加を促していきます。ルックアップでは様々な遊び等を通じて、人の動きを模倣
することにより、社会性や対人関係の芽生えを支援します

主な行事等
併設園の行事や特別プログラム、イベント（季節の行事、お祭り、人形劇等、運動会、発表会）へ無理のないかたちで参加し、社会性や実践的スキルを育む機会とします。
ルックアップでのクッキングやお出かけ企画等も準備します。

家族支援
ルックアップでは地域の方々保護者の方々にとって、幼稚園に併設した発達支
援の場があることで、より身近で生活に即した継続的支援を行っていきます。
ご家族と定期的に面談や座談会を行い相談援助や交流の機会とします。

移行支援

健康で安全に過ごせるような実践のスキルと人とともに生きていく力（助
けも求められる）を育成し、併設園と連携しながら就学準備を進めます。
必要に応じて進学先の小学校や放課後デイサービスとの情報共有を行いま
す。

地域支援・地域連携
社会で生きていく子どもたちがインクルーシブの視点を持ち成長していくこと
を支援していきます。認定こども園に併設されている特徴を活かし、地域と連
携をしながら支援を行います。

職員の質の向上

保育経験豊富な職員が、子どもたち一人ひとりの良さを見つけ、その子ら
しさを活かして成長につなげていくために全力を注いでいます。支援の質
向上のために研修を実施し、質の高い支援を提供するための体制を整えて
います。


